































































（ 2）　C. R. Cheney and Michael Jones, A Handbook of Dates: For Students of British 
History （new edn, CUP, 2000）.
（ 3）　井ヶ田良治「イギリスにおける王治世年と西暦─土地証文を通じてみる」
歴史評論 358：59-68, 1980。間崎万里「中世紀年法大意（上・下）」三田学
会雑誌 15：569-584, 716-732, 1921。



























　　　　　Hunting Act 2014 c 37
　　　　　または　Hunting Act 2014
for Citation of Legal Authorities （4th edn, Hart Publishers 2012）.




　　　　　 Bluebook ではコンマ，ピリオド，chapter 番号を略さない。
Hunting Act 2014, c. 37.





　Hunting Act 2014は，同法の short title（略称）である。Short titleついては
次章で解説する。








　　　　　The Calendar （New Style） Act 1750 （24 Geo 2 c 23）
　　　　　【新暦法】
　　　　　 Bluebookでは OSCOLAのように治世年と chapter番号を括弧でく
くらない。
　　　　　 The Calendar （New Style） Act, 1750, 24 Geo. 2 c. 23.
　この形式は，「制定法の引用表示法」が施行された1963年 1月 1日より前に
制定された制定法の表示方法である。前半は例 1と同様に short titleである
が，後半の符号は何であろうか。24 Geo 2 c 23は，24 Geo 2が治世年（Regnal 
（ 6）　legislation.gov.uk ＜https://www.legislation.gov.uk/＞ last visited 6 
October 2020.
（ 7）　Bodleian Libraries, Oxford University, Legal Skills and Research: Citation


























エリザベス 2世の治世第10年から11年にかけて開会された会期（10 & 11 Eliz）
で成立した法律第34号（c 34）ということになる。議会の会期は The History 








＜例 4＞　 1962年以前の制定法の引用表示（ 1治世年に複数の会期が開会され
た例①，共同統治の例）




利の章典」であるが，“Bill of Rights”は short titleである（10）。後半からウィリ
アム 3世とメアリー 2世の（共同）治世第 1年（1 Will & Mar）内の 2回目会





を省いている例（Bill of Rights 1689, 1 W. & M. c. 2. ）も多いが，それでは同一
治世年に複数の同じ引用表示の法律が存在してしまうので，次のように会期の
情報を補うべきである。Bill of Rights 1689, 1 W. & M. Sess. 2 c. 2.
＜例 5＞　 1962年以前の制定法の引用表示（ 1治世年に複数の会期が開会され
た例②）Riot Act（1 Geo 1 St 2 c 5）
　　　　　【騒擾法】
　後半でジョージ 1世の第 1治世年（1 Geo 1）内の 2回目の会期（St 2）の法







（10）　Long titleは，An Act declareing the Rights and Liberties of the Subject and 
Setleing the Succession of the Crowne.
（11）　Maurice F. Bond, Guide to the Records of the Parliament （HMSO 1971） 97-8.
118　　比較法学 54巻 3号
　制定法だけではなく，古い判例も Year Book（13）から引用する際には，Year 
Bookは治世年ごとに編集されているため，引用表示には例 6のように治世年
が用いられている。
＜例 6＞　The Year Booksを出所とする古い判例
　　　　　 （1400） YB Mich 2 Hen IV, fo 3v, pl 9
　この判例は Year Bookのヘンリー 4世第 2治世年ミクルマス開廷期に出典
が求められる。開廷期（law terms）は，制定法の citationと異なり，サフィッ
クスはローマ数字である。暦年が補助的にかっこ書きされている。fo 3vはフ
ォリオの番号（folio number）。pl 9は訴状番号（plea number）。
　なお Bluebookでは次のような例が挙げられている。YB 17 Edw. 4, fol. 2a, 
Pasch, pl. 3 （1477） （Eng.）. こちらはエドワード 4世の第17治世年のイースター
開廷期（Pasch）である。イングランドの法廷は年度（legal year）を四つの開
廷期に分け，開廷期の間は休廷する。四つの開廷期は教会暦上の祭日を目安に




Hilary term - 1月23日から 2月12日 1月11日から 3月31日
Easter term - 5月 5日から 5月31日 4月13日から 5月28日
Trinity term - 6月23日から 7月14日 6月 8日から 7月30日
Michaelmas term - 10月 9日から11月29日 10月 1日から12月21日
（12）　G. Chowdharay-Best, ‘The Citation of Acts of Parliament’ （2000） 21 Statute L 
Rev 126.
（13）　イングランド最古の判例集で，1268年から1530年の情報を所収。版本とし
て，Sir Anthony Fitzherbert, La Graunde Abridgement （first published 1577, 
Lawbook Exchange Ltd 2009）.
（14）　1400年は『ハンドブック』，2021年は，Term dates＜https://www.judiciary.
uk/about-the-judiciary/the-justice-system/term-dates-and-sittings/term-







































年 2月 6日にケニアで即位されたので，エリザベス 2世治世年は毎年 2月 6日
から 2月 5日であり，治世年が改まるのは 2月 6日である。中国や日本の元号
制では，年は暦年どおり正月朔日に改まるのとは大きな違いなので注意した
い。例えば現在（2020年）の治世年を西暦に換算するには，エリザベス 2世の







白は生じないはずである。この慣習は，“The king is dead, long live the king”，





　先に述べたエドワード 1世以降 England always has a kingの原則が守られて
きた。各王の在位期間や治世年は，Sweet & Maxwell’s Guide to Law Reports and 
Statutesや『ハンドブック』に掲載されているが（18），エドワード 1世治世年に
先立つ 3日間，そしてエドワード 2世（1327年 1月20日）とエドワード 3世
（16）　ただし，エドワード 1世の治世年は11月20日に始まり，11月20日に終わっ
ており，11月20日が重複する（Sweet & Maxwell’s Guide to Law Reports and 






（18）　『ハンドブック』には誤りも見いだされるため，Sweet & Maxwell’s Guide to 




















るメアリー 1世は1553年 7月 6日から治世年を起算したが，第 2治世年にあた
る1554年 7月25日に婚姻による（Jure uxoris）フィリップとの共同統治が始ま
り，同日から1 & 2 Philip & Maryとなった。しかし，フィリップは 7月25日か
ら治世年を数えるのに対してメアリーは 7月 6日から数えるため，翌1555年 7
月 6日にはメアリー 1世の治世年は改まるが，フィリップはそのままのため1 
& 3 Philip & Maryであり，同年の 7月25日になって，2 & 3 Philip & Maryとな
った。このずれは，メアリー 1世の崩御に伴いフィリップが自動的に退位とな
った1558年まで毎年 7月に発生した
　 2度目のメアリー 2世とウィリアム 3世の共同統治はまた別の複雑な方法を
とった。両王は，1689年 2月13日に共に即位したため，両王の共同統治時代
（William & Mary）は単純である。しかし，ウィリアムとメアリー第 6治世年
に当たる1694年12月27日にメアリー 2世が崩御し，フィリップと異なり退位せ
ずに残ったウィリアム 3世は単独統治を始めた，1694年12月28日をウィリアム
（19）　ただし，『ハンドブック』は1553年 7月 6日から同年 7月19日までを1 
Jane とし，メアリー 1世の第 1治世年（1 Mary）は1553年 7月19日からと













ある。short titleの名が示すように，正式名称である long titleが別にある。例
1で示した「キツネ狩り等禁止法」の場合，An Act to make provision about 


















（22）　Environmental Protection Act 1990の long titleは約400字。
「持続可能性社会」法学研究（5）　　123
止法」（24）という邦訳があるが，long titleにあるように本法は犬を用いて哺乳類







chapter番号が使用された。24 Geo 2 c 23のごときである。そのうえで，19世紀













（25）　Oxford English Dictionary, vol 7 （2nd edn, OUP 1989）の“hunting”の項
には“The action or practice of chasing game or other wild animals”とある。
アメリカ英語では追跡猟以外の銃猟も huntingと呼ぶが，罠猟（trapping）
までは含まない。Sir George Campbell, White and Black: The Outcome of a 
Visit to the United States （Chatto & Windus 1879）, 330, “What they call hunting 
in America is not hunting in our sense, but shooting”.
（26）　Short Titles Act 1892 （55 & 56 Vict c 10）. その後全面改正により Short 
Titles Act 1896 （59 & 60 Vict c 14）に置き換えられた。本稿ではあわせて
「法律略称法」とする。
















るように定めている（reference to the calendar year, and not the Session, in 
which they are passed）（28）。このために1963年以降の法律は，1962年以前のもの
と異なり，引用表示に治世年（会期を示す）が使われないのだ。しかし，具体
的にはどの時点をもって passしたと判断するのかが必ずしも明らかではない






① enactment（29），② pass（30），③ Royal assent（31），④ came in to force（32）
（28）　Acts of Parliament Numbering and Citation Act 1962 （10 & 11 Eliz 2 c 34） art 1
（29）　Wikipedia, Short and long titles, ＜https://en.wikipedia.org/wiki/Short_






いうと，議会を pass（通過）し，厳密には Royal assent（国王裁可）を得て，
actとなり（enact），commence（発効），すなわち come in to forceする，とい
えよう。














　好例が例 2で示した「新暦法」（Calendar （New Style） Act 1750（24 Geo. 2 c. 
23））である。この法律は，1751年 5月27日に裁可され，1752年 1月 1日から施
行されたのだが，「法律略称法」により Calendar （New Style） Act 1750とされ
ている（34）。なぜ1751年あるいは1752年ではないのだろうか。それは，この法
律が1747年 6月22日に召集され，同11月10日から1754年 4月 8日まで続いた第
10議会のうち，1751年 1月17日から同 6月25日まで開かれた第 4会期に成立し
たからである（35）。第 4会期が 1月17日に始まっていることが鍵なのである。
「新暦法」の規定内容は，①1752年より，一年の始まりを 3月25日から 1月 1
（33）　同法第 1条は，“every Act of Parliament which shall pass after the eighth 
day of April one thousand seven hundred and ninety-three”に適用されるこ
ととしている。
（34）　Short titles Act 1896 （59 & 60 Vict c 14） sch 1.
（35）　議会の会期については，The History of Parliament: British Political, Social, 
and Local History ＜http://www.historyofparliamentonline.org/volume/ 
1715-1754/parliament/1747＞ last visited 6 October 2020.
126　　比較法学 54巻 3号








法令集 legislation.gov.ukでは，例 4は Bill of Rights ［1688］と表示されてい
る。しかし，「権利の章典」が1689年に成立したことは広く知られており，連
合王国議会のホームページでも Bill of Rights 1689と表示されている（36）。例 5
については，議会のホームページでは1714 Riot Actと表示しているが（37），歴
史学を含めて，通常は Riot Act of 1715とする。「騒擾法」は，1714年のいわゆ
る戴冠騒擾と，1715年の総選挙後に起こった騒擾を受けて1715年 8月に成立し
たもので，1714年としたのではつじつまが合わないのである。なかには「騒擾








　先ほど1752年の「新暦法」施行は，改暦と 3月25日から 1月 1日に年の初め
を改めたことを述べたが，同法の施行以前から，18世紀の英国では年を 3月25
（36）　UK Parliament, Bill of Rights ＜https://www.parliament.uk/about/living-
heritage/evolutionofparliament/parliamentaryauthority/revolution/
collections1/collections-glorious-revolution/billofrights/＞ last visited 6 
October 2020.
（37）　UK Parliament, 1714 Riot Act ＜https://www.parliament.uk/about/living-
heritage/transformingsociety/electionsvoting/newport-rising/1839-newp-
ris/riot-act-1714/＞ last visited 6 October 2020.


























1752年のユリウス暦 9月 2日の翌日が 9月14日とされた。改暦前の旧暦を Old 
Style（OS），改暦後の新暦を New Style（NS）と呼ぶことがあるが，この10数
日のずれは，自然や農事を扱う際には微妙な違いをもたらす。例えば，ヘンリ
ー 8世治世第25年（1533年）の法律が鴨などの水禽の禁猟期を 5月末日から 8












たのだ。降誕祭（Christmas, 12月25日），復活祭（Easter, 3月下旬から 4月下
旬），聖マリアへのみ告げの日（Annunciation, 3 月25日），あるいは1st of 




　さて，英国における beginning of the year（以下，既存概念との混同を避け
て「歳首」としよう。）は，古くは降誕祭とするのが主流であったが，12世紀
から13世紀にかけて 3月25日を年始とすることが主流となった。 3月25日は








































7月に合同条約が合意され，1707年 1月にスコットランド議会で Union with 
England Act 1707 c 7により同条約が批准されたことを受けて，イングランド議
会も1707年 3月に Union with Scotland Act 1706（6 Anne c 11）【スコットラン
ド合同法】で同条約を批准し，同年 5月から合同が施行されたものである（48）。
713年に January, Februaryの 2か月が加えられた。
（44）　間崎　前掲注 3。Leofranc Holford-Strevens, The History of Time: A Very 
Short Introduction （OUP 2005） 128.
（45）　田中英夫『英米法辞典』（東京大学出版会，1991）（calendarの項）。
（46）　『ハンドブック』18頁。









Old Style（OS）または legal year若しくは civil yearと称され，1月 1日で区切
る年は New Style（NS）または calendar yearあるいは historical yearと称さ





















は，P. W. J. Riley （1969） ‘The Union of 1707 as an Episode in English Politics’ 











する法令集 Statute of the Realm（52）において6 Anne の項に所収されているわけ
だが，Statute of the Realmの該当箇所の注には“This is Chapter VIII. 5 & 6 

















（他の法令を含む）に印刷されていない場合は Statutes of the Realmに従う
ことが法で定められている（Interpretation Act 1978 c 30, s 19 （1）（b））。
（53）　Statutes of the Realm vol 8  （Record Commission, 1821） 566. ＜https://
catalog.hathitrust.org/Record/012297566＞ last visited 6 October 2020.
（54）　Danby Pickering （ed）, The Statutes at Large, from Magna Charta to the End 
of the Eleventh Parliament of Great Britain, Anno 1761 vol 11 （C. Eyre and A. 
Strahan 1764） 196. ＜https://archive.org/details/statutesatlarge35britgoog/
page/n235/mode/2up＞ last visited 6 October 2020.
132　　比較法学 54巻 3号
　だが，法的文書に治世年が用いられるのはエリザベス 2世が最後となる。井
ヶ田教授は「世界的普遍性と合理性」において劣る即位紀年が民主化とともに
後退し，西暦に移行したことは日本の元号制度にも示唆的だと述べられてい
る（55）。しかし，現代日本の元号制は英国の治世年に比べれば格段に簡明で，
治世年ほど非合理とはいえない。元号を巡っては様々な議論があるが，国民が
これを支持し続けるならば文化多様性の一つとして存続していくと思われる。
一方で，英国法史から学べることとしては，紀年法はできるだけ合理的で簡明
にあるべきである。そして今や世界的な普遍暦である西暦との換算は容易でな
ければならない（特に情報システムへの配慮が必要だ。）。令和への改元を振り
返っても，即位翌年からの踰年改元（中国や江戸期に多用された。），または会
計年度初の 4月 1日からの改元などの改善策も真剣に検討すべきだったのでは
ないだろうか（56）。幸い元号法は「元号は，皇位の継承があった場合に限り改
める」（第 2項）と代始改元を定めているが，改元のタイミングまでは定めて
いない。
謝辞
　本稿は，JSPS科研費17K03503「猟漁五部作─狩猟・漁撈の諸要素に着目した
野生動物法の各論構築」（代表者・髙橋満彦），同18H00793「農地の法的社会的管
理システムの比較研究」（代表者・楜澤能生）による研究から派生した成果の一部
である。草稿に意見をくださった小川祐之博士のおかげで幾ばくかの技術的な誤
りを正すことができた。あわせて感謝する。
（55）　井ヶ田　前掲注 3。
（56）　このような議論を拒絶した保守系の政治家や識者たちが掲げた「伝統」は
創作されたもので，彼らの歴史に関する不勉強を露呈している。
